
新エネルギーセミナー 
in あきた 2014
～低温熱の利活用～

「温泉発電・排熱発電の
　　　　　　　　　　　展望と課題」

「土湯温泉バイナリー発電事業
　　　　による地域づくりへの挑戦」

株式会社 元気アップつちゆ

代表取締役社長 加藤　勝一 氏

国立大学法人 弘前大学 北日本新エネルギー研究所

所長 村岡　洋文 氏

秋田県ゆとり生活創造センター 遊学舎
※裏面案内図参照

　現在世界的な問題となっている地球温暖化に歯止めをかけるために
は、二酸化炭素をほとんど排出しない再生可能エネルギーを最大限活用
していくことが必要です。
　秋田県には、魅力的な温泉地が数多く存在していますが、温泉熱のほ
とんどは利用されていないのが現状です。また、工場や焼却場で生じる
熱も未利用のまま排出されています。
　このような温泉熱、工場排熱といった低温熱の利活用をテーマに、セ
ミナーを開催します。
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平成26年

14：00～16：30
（受付開始 13：30）

11月21日
参加無料
事前申込

金

日時

会場

内容
14：00　開　　会

14：10　基調講演

15：10　質疑応答
〈 休 憩 (10分) 〉

15：30　事例紹介

16：15　質疑応答

16：30　閉 会

「温泉発電・排熱発電の
　　　　　　　　　　　展望と課題」
講　師

講　師

「土湯温泉バイナリー発電事業
　　　　による地域づくりへの挑戦」

株式会社 元気アップつちゆ

代表取締役社長 加藤　勝一 氏

【問い合わせ先】　秋田県生活環境部温暖化対策課 新エネルギー普及班
電話：018-860-1560　FAX：018-860-3881　Ｅメール：en-ondanka@pref.akita.lg.jp

※バイナリー発電：水より沸点の低い液体を加熱・蒸発させ、その蒸気でタービンを回す発電方式。

国立大学法人 弘前大学 北日本新エネルギー研究所

所長 村岡　洋文 氏

秋田県地球温暖化防止
マスコットキャラクター
あすぴー



新エネルギーセミナー in あきた 2014
～低温熱の利活用～

申込
方法

参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたは郵送にて下記あてに申
し込みください。Ｅメールまたははがきの場合は、「新エネルギーセミナー
参加希望」と明記し、氏名・所属をご記入の上、お送りください。

ＦＡＸの場合 018-860-3881

Ｅメールの場合 en-ondanka@pref.akita.lg.jp

018-860-3881郵送または
はがきの場合

〒010-8570 秋田市山王４丁目1-1
秋田県生活環境部温暖化対策課あて

※ お車の方は、会場内の駐車場をご利用ください

申込期限
11月14日金

参 加 申 込 書

お名前

お名前

ふりがな

ふりがな

所属・団体

該当するものに○を付けてください。

電　話　　　　　ー　　　　　ー

ＦＡＸ　　　　　ー　　　　　ー

電　話　　　　　ー　　　　　ー

ＦＡＸ　　　　　ー　　　　　ー

所　属
一　般　　　　企　業　　　　行　政　　　　その他

会場へのアクセス
秋田県ゆとり生活創造センター 遊学舎

■自家用車の場合　　　・秋田駅より、約15分
　　　　　　　　　　　・秋田南ICより、約10分

■バスの場合　　　　　・秋田駅東口より、
　　　　　　　　　　　　日赤病院・御所野方面行き（ほか）
　　　　　　　　　　　　バス停【遊学舎前】下車 徒歩１分
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